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藻場が多いと魚も獲れる  

－瀬戸内海の藻場の現状・特性とこれから－ 

 

吉田 吾郎（生産環境部 藻場・干潟環境研究室 主任研究員） 

 

【背景】 

海藻が生い茂る海の森である藻場（図

１）は、多くの魚介類の子供の住み場と

なり、水産資源を育成する上で極めて重

要とされています。しかし、瀬戸内海で

は高度経済成長時代に、沿岸開発により

多くの藻場が失われました。瀬戸内海の

“象徴”であるアマモ場は、現在1960年

時の30％弱が残っているにすぎません。

一方、漁業生産は1980年代をピークに減

少しており、魚を育てる藻場や干潟など、

沿岸環境の再生が強く望まれています。 

藻場再生の施策を進める上で、漁業

生産への藻場の実際の貢献度、すなわ

ち、藻場を回復させれば魚は獲れるよ

うになるのかを明らかにすることが必

要になっています。しかし、藻場に住

む多くの稚魚も大きくなると藻場から

離れて生活するようになります。多く

の魚にとって、実際にどれだけ藻場が

必要不可欠なのかは不明な点が多く、

沿岸漁業における藻場の重要性を評価

するための壁となっているのです。 

 

【研究成果の内容】 

沿岸漁業における藻場の貢献を明ら

かにするための第一歩として、私たち

はまず藻場の量（面積）と漁獲量の関

係を解析しました。すなわち、藻場が

多い海域でどのような魚がたくさん獲れ

ているのかを明らかにすることにより、

藻場への依存度が高い可能性がある魚を

特定しようという試みです。 

 瀬戸内海は、９つの海域に区分され（図

２）、主要な魚種については農林水産省の

統計資料をもとに、瀬戸内海区水産研究

所が1950年代から毎年の漁獲量を海域別

に集計しています。また、藻場の面積は、

1970年代と1990年前後に環境庁（現・環

境省）により調べられた詳細なデータが

あります。９海域のそれぞれで、藻場面

積と主要な魚種の漁獲量データとのセッ

トを作り、藻場面積と漁獲量との相関を

解析しました。 

藻場面積の集計作業は、農林水産省と

環境省の海域区分が異なることもあり、

図１．瀬戸内海の代表的な藻場 

ガラモ場 アマモ場 

図２．瀬戸内海における海域区分と藻場（ア 

マモ場、ガラモ場、アラメ場）分布特性 
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なかなか骨が折れるものでした。しかし、

集計した結果、瀬戸内海でも海域により

藻場の分布が大きく異なることが明らか

になりました（図２）。 

砂泥域に形成されるアマモ場は、備

後・芸予瀬戸や備讃瀬戸など、瀬戸内海

中央部の海域で多く、また岩礁域に形成

されるホンダワラ類によるガラモ場も、

備後・芸予瀬戸に多く分布しました。一

方、ガラモ場と同様に岩礁域に形成され

るアラメ場は、伊予灘や紀伊水道といっ

た外海に近い海域に多く分布しました

（図２）。瀬戸内海でも海域により環境は

様々で、それに応じた藻場が形成されて

いることになります。 

さらに、海域面積当たりの藻場面積と

漁獲量の相関を解析した結果、多くの魚

種が藻場の多い海域で多く漁獲されてい

ることが明らかになりました（図３）。マ

ダイ・クロダイ・ヒラメ・メイタガレイ・

カサゴ・メバル・ウニ類・サザエがアマ

モ場やガラモ場の多い海域で、また、ア

ワビがアラメ場の多い海域で漁獲量が明

らかに多いことがわかりました。 

 

【今後の課題・展望】 

今回、多くの重要魚種が「藻場が多い

海域で多く漁獲される」ことが明らかに

なりました。しかし、これで必ずしも「藻

場を増やせばこれらの魚も増える」こと

が証明されたわけではありません。それ

は今後、これらの魚と藻場の「見えざる

接点」について、粘り強く調査を積み重

ねてはじめて証明されます。例えば、カ

レイ類は、藻場の内側よりも、藻場とそ

の外側の砂泥底の境界に多いことを多く

の漁業者が経験的に知っています。藻場

の外にいながら、藻場から流れてくる餌

を食べているなど、直接的には見えにく

くても、間接的に深い関係があるのかも

しれません。 

また、この結果から、魚が育つのに適

した海の環境についてヒントを得ること

ができます。例えば、多くの藻場が存在

し、タイやヒラメなど瀬戸の「地魚」が

多く獲れる備後・芸予瀬戸は“多島美”

の海であり、多くの島が存在し海岸線が

極めて複雑です。複雑な海岸地形により、

異なる特性を持つ砂泥域と岩礁域が併存

し、アマモ場、ガラモ場の両方が豊かに

形成されるものと考えられます。人間が

年齢とともに生活環境を変えるように、

魚の一生にも多様な環境が必要であり、

環境多様性の備わったこのような海域は

魚が育つのに適しているのでしょう。豊

かな“海の幸”は、風光明媚な瀬戸内海

の原風景の中で育まれているのかもしれ

ません。 

図３．海域面積あたり藻場面積と漁獲量 

の相関事例．  

×；周防灘、○；伊予灘、●；安

芸灘、◎；備後・芸予瀬戸、 □；燧

灘、△；備讃瀬戸、＊；播磨灘、■；

大阪湾、▲；紀伊水道  

 


